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『ヴラツァ福音書』における時の従属節

服部文昭

古代教会スラヴ語及びその様々な《地方的変種}l)の研究においては，統語論の分野は

まだ十分に研究されてはいなかった。しかし古代教会スラヴ語に関しては，最近，質の

良い資料をふんだんに駆使した論文が発表されている。なかでも， {状況語》の従属節を

考察した E.瓜orp制制)KHeBaの研究の成果は，古代教会スラヴ語の《地方的変種》の研

究に際しても，大いに役立つものである礼

ここでは，この成果を踏まえて古代教会スラヴ語の《地方的変種》における《状況語》

の従属節を考察するが，今回は特に，時の従属節に限って取り上げることにした。これは，

主節及び従属節それぞれの動詞の体の関係など，興味深い点を含むからである。

考察の資料としては， 13世紀の《ブリガリア教会スラヴ語》文献の一つである『ヴラツァ

福音書』を用いる。このアプラコスは，その言語的特徴により，ブリガリア語史のみなら

ずロシア語史にとっても貴重な文献となっている 3)。

2 

《文》を厳密に定義することは困難であるが，普通，意味・文法・イントネーションの

三要素をもって文の定義をしている。しかし古代教会スラヴ語及びその《地方的変種》

に関しては，イントネーションを十分に論ずることができないので，これを除く，意味・

文法の二要素によって判断することになる。

このようにして文章から抜き出されたものを，仮に， {単文》と呼ぶことにする。単文

はそのまま用いられたり 2つ以上まとまってより複雑な統語構造(以下，複文と言う)

を作ったりする。古代教会スラヴ語の文章においては，この単文がいくつも結びついて《鎖

状構文》をなすことが特色となっている(例文①，①)。

①Mt 7 -25 Mar 

l C1sHHAE AOiKA'b. H npHAii三 ρ1iK'b.I・ H RIl3R1id山n¥R[p]1iTpH. l HdndA広 Hd

¥，PdUHH;民 TiI民. H HE ndAE Cn¥ OCHORdHd GO区1iHd KdUEHE. 
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①Mt 4 -1 ----3 Mar 

~ C C T 
1 T'b.r At¥，宅A・Kk3IUAEH'b.Gk. HC'b. AX'OM'b. K'b. noycTklH示 HCKOyCHTHCh¥ W 

AHI(I区OAt¥.

2 H no叩'b.Ch¥・M・AHHHH・M・HO叩HHnOCA 1i.A 'b. iKE G'b.3t¥A 'b.Kt¥・ 3 H npHCT品目"

q 

HCKOyCHTEA'b. H PE陀MOy. t¥叩ECHk陀CHGiKHH. PE叫H Kt\MEHH~ CE MOy At¥ 

S品A;民T'b.X'A七GH・
単文が独立して用いられているのか，複文の一部となっているのか，さらには，並立

複文なのか従属被文なのかといった判断が現代語に比べて困難な場合もある。同じ接続語

句が並立複文と従属複文のどちらをも導けることなどもその原因の一つである。しかし

並立，従属を問わず，複文が用いられていたことは明らかである。

3 

時の従属節を導く接続語句で， ~ヴラツァ福音書』に用いられているのは次のようなも

のである。

陀rAt¥ (66例)，区、HErAt¥ (1例)， I(IKO (14例)，陀rAt¥iKE (24例)， I(IKOiKE (4例).

np1i.iKAE At¥iKE (13例)， AOHkAEiKE (29例)・

OT'b.HEAHiKE (4例).

区、 Hk"旬~t\C 'b. (2例)， AO HErOiKE AkHE (2例).

4 

従属節，主節それぞれの動詞によって表される動作(状態)を時間的な先後関係で整理

してみよう(理解を助けるために模式的な例文を添えである)。

主節及び従属節の動作の時間が完全に一致するか，または，一方が他方を完全に包含す

る場合。

・太郎が遊んでいた時，花子は昼寝をしていた0

・太郎が小学生だった時，花子が生まれた。

・太郎が中学に入学した時，花子は赤ん坊だった。

H 

( i )従属節の動作が主節の動作(の起点)に後続する場合。

・太郎が歌った時には，花子は歌い終っていた。

・太郎が歌い始めた時には，花子は踊り始めていた0

・太郎が歌い始めた時には，花子は歌い終っていた。

・太郎がとめた時には，花子は踊り始めていた。
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(u)上の条件を満たしかっ主節の動作の終点に一致する場合0

・太郎がとめた時まで，花子は歌し、続けた。

・太郎が歌い始めた時まで，花子は踊り続けた。

皿

( i )従属節の動作が主節の動作(の起点)に先行する場合0

・太郎が歌ってから，花子が歌った0

・太郎が歌い始めてから，花子が歌い始めた0

・太郎が歌い始めてから，花子がとめた0

・太郎が歌ってから，花子が歌い始めた。

(u)上の条件を満たし，かつ主節の動作の起点と一致する場合0

・太郎が叱った時から，花子は泣き出した。

・太郎が歌い終った時から，花子は歌い出した。

接続語句は，この 1"'-'皿の関係のうちからどれを表せるかによって，限定接続語句と非

限定接続語句とに分類できる。以下，個々の例についてみてみよう。

5 

非限定接続語句は，主節及び従属節中の動詞の形態と語難的手段によって，上述I---m
のいずれの関係をも表すことが可能である。

主節及び従属節中の動詞の体と時制は，かなりの数の組み合わせを示すベしかし，一

つの組み合わせを除き 5)，従属節の動詞の体が 1"'-'田を決定する 6)。すなわち，不完了体

の場合は同時関係(1 )を，完了体の場合は(先の一つの組み合わせを除いて)非同時関

係 (II及び皿)を表す。非同時関係における Eと皿との区別は，時制の組み合わせによっ

て示される。

くI 同時関係〉

同時関係を表すのに用いられる接続語句は，陀rA"，陀rA"jK~，区、H~rA'" IeIKO， IëI KOjK~ 

である。

R"b.H~r A"は，陀rA" の互換語である(例文①，①)。

①Lk 11-27 

A C T lJ 

区IlH~rA" rAW~ C~ RIl3RHrll山H rA" H~K"" jK附"W H"ρOA"ρ~ ~MOr. RAjK~HO~ 

lJp~RO HO山h山“ TA¥H CIlC叫" IëIjK~ ~CH CIlC"A"b.. 

同Mar

~r A" rA""W~ C~. 区、3ARHr"b.山M

rA"C"b. ~AHH" jKEH" OT"b. H"poA" p~ lJ~ UJOr. RA"jK“IO~ lJP~区。 HO山、山~ TA¥. 

t C"b.C"b.叫"~jK~ ~CH C"b.C"A"b.. 

①Mt 7 -28 

~r A"H CKOHIl 11 [lJ" ICC CAOREC" CHIeI] AHRA~X'Æ. CA¥ H"POAH H ~lJHH ~ro. 
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同Ass

区、HErAd C~K~Hqd HC区c1iC，，~区ECd CIH・AH区"1idX';民 CIi¥HdP~AI・~ ~yqEHHH Er~. 

I(I K~ 及びI(IK~mE は，主節が完了体・現在，完了体・命令の組み合わせでは用いられ

ていない。

I-a 不完了体/不完了体7) 

現在/現在(6例)

①Jo 16-21 

A T 
mEHd Er Ad pdmdET~ mqd""b. HMd 

①Jo 2 -18 

K~E 3HdMEHHE I(IR"1iE凹 H HdM"b.， tclK~ CH T区~PH山"

未完了過去/未完了過去(4例)

⑦Mt 27-12 

T 

Er Ad Hd H~ r"X';民 dPX'1印刷 H CTdρ' 叫M・ "~qlマ。mE HE WR1iLJ.JdRdWE・

未完了過去/アオリスト(2例)

①Lk 24-32 

A 
HE cp叫E"H HdlO r~p1i G1i Hd怜， Er Ad r"WE HdMd Hd "品TH
アオリスト/未完了過去(1例)

①J021-18 

A 
Er Ad G1i IOH~ H "~I(ICd山E CIi¥ CdM"b. H X'~md山E I(I M~mE X'~T宮山E ，

現在/命令(1例)

⑬Mk 11-24 

H Er Ad CT~HTE M"1i¥叩ECIi¥. ~CTd区"1iHTE d叩EqT~ HMd TE H1iK~r~. 

I-b 不完了体/完了体

現在/現在(2例)

⑪Lk 8 -13 

Er Ad C"~I凶品T"b. C~ρdA~CTH;民 H "PH陀M品T~ C，，~区~ GHE. 

未完了過去/アオリスト(3例)

⑫Lk 24-51 

C T T 
ErAd区"R1i山EWCT;則lHW HHX'~. 

⑬Jo 20-11 

I(I K~ mE ""dKdWE CIi¥ H "PHHHqE 区~ rp~区、

アオリスト/アオリスト(4例)
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『ヴラツァ福音書』における時の従属節

⑬ J017-12 

Er Ad &1iX"k C~ HH....H区、 ....Hp1i.

d3"b. C "b.&A附AOX"b.嵐広~ H....h¥ TROE， 
⑬Lk 24-30 

IeIKO O&AEmE C"b. HH....d， H npHE...."b. XA1i&~ H &ARH， 
<n 後続関係〉
従属節の動作が主節のそれに後続する関係を非限定接続語句で表した例は， Irヴラツァ

福音書Jでは見られない 8)。

く頂 先行関係〉

従属節の動作が主節のそれに先行する関係を表す非限定接続語句としては， 陀rAd，

陀rAdmE， IeIKO， IeIKomEが用いられている。

IeIKO及びIeIKO淑Eは，完了体・現在，完了体・命令の現われる組み合わせでは見られない。

阻-a 完了体/完了体

現在/現在 (20例)

⑬Jo 4 -25 

Er Ad mE [T"b.] nρHAET、区~3R1iCTHT~ Hd....~ R~C1i. 

アオリスト/アオリスト (27例)

⑪Mt 21-1 

c 
ErAd nρH&AHmH Ch¥ ICC R~ EpA....~ ・ nPHAE R~ RHo&dHH示 K~ rOp1i EAEWH~CT1iH. 

Tor AA nOCAd ARd OV'IHKd CROIeI 

⑬Lk 1 -41 

IeIKO ~CA~IWd EAHCdREo&~叫1iAORdHHE ....dpHHHO. H R~3 1rρd CA¥ ....AdAEHE叫h

ρdAO叩dMH 区~ '1p1iR1i E;民.

アオリスト/完了(1例)

⑩Lk 15-30 

Er Ad mE CH~ TROH [c~] H31iAE H....1iH“E H C~ A怜区。A1iH叫d....HnpHAE H 3dKAdA~ 
ECH E....OV TEAE叫~ nHTO....~I. 

現在/命令(10例)

⑫Lk 23-42 

nO....1iHH ....h¥ rH. Er Ad npHAEwH区、叫pTRHC区。E...."b..

皿-b 完了体/不完了体

現在/現在(6例)

@Jo 10-4 

A 
Er Ad CROIeI OR叫A¥HmEHET~ H np1i HH....H. XOAHT~・
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アオリスト/アオリスト(2例)

⑫Jo 6 -12 

c 
IeIKO H"CIt.ITH山品.H rA" O"''IHKOMIt. C区OHMIt.・

現在/命令(5例)

⑫Lk 17 -10 

服部文昭

C 

Er A" CT区。ρHTEnO区M1iHHIeI区"MIt..rAETE IeIKOρA区It.IHEAOHHIt.I ECMIt.・

* 
先に例外としておいた，完了体・アオリスト/不完了体・未完了過去の組み合わせは，

原則として同時関係を表す(7例)。しかし，動詞の語葉的要因などから，まれに先行関

係(皿)を表すことがある(1例)。

同時関係

⑧Lk 4 -25 

MHOrlt.1 K' AO区M叫品区1iX'示区It.AHI HAHHHH区It.HCJMH・ErA" 3"KA防'IHCn¥ H&O .r. 

T C 
A1i. H ・3・M叫It..

⑧Jo 2 -9 
〆'、、

T A T C 
IëI KOìKE 区、K~CH"PX'HTρHKAHHIt.・ KHH"&1t.1K~w"ro W KOAIt.I. H HE区1iWEW K品AO"， E. 

先行関係

⑧Mt 7 -28 

Er A"H CKOHIt. 11 ['1" ICC CAO区EC"CHIeI] AH区A1iX'品 Cn¥H"ρ。AHH ~'IHH Ero・

6 

限定接続語句は， 4で示した 1"-'聞の関係のうち l、ずれか一つの関係しか表せないも

のである。意味上の限定により，体の選択は主節及び従属節中の動作の時間的関係に関与

しない9L
くI 同時関係〉

区、 Hlt.iKE'I"C~ (2例)

⑫Mt 24-44 

C C 
区It.Hlt.iKE HE MHHTE '1". CHIt. 'IA区'1KIt. I npIAETIt.. 

くE 後続関係〉

(i) np1iiKAE A"iKE (13例)
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⑧Mt 1 -18 

A T 
"p1i~E Ad~E HE CHh¥CTd Ch¥. ~cp1iTE Ch¥ HMh¥q附 Rk'1p1iR1i W AXd CTd. 

⑧Jo 8 -58 

A C 
nρ1i~E Ad~E HE Ckl dRpdMk d3k ECUk. 

(ii) A~HkAE~E (29例)， A~ HEr~~E AkHE ( 2例)

⑩Mt 24-34 

〆'倫句、

A A 
HE MIM~HAE pWk Ckl. A~HkAE~E 区kC1i C;民Tk.

くE 先行関係〉

(i) ~ブラツァ福音書J には見られなL、10)。

。T'hHMH河~E

@Lk24-21 

T T 
TpETHH CE AHk CE HMd. W H“H~E CH区U山品・

7 

5の初めで述べたように，非限定接続語句では，語葉的な手段によって時間の関係が表

される場合もある(例文⑨)。

⑨Jo 5 -7 

A A 
Er Ad ~E "ρHX'~部品 d3"b. HHk "ρ1i~E I¥UHE区 d̂3HT"b.・

また，単なる語葉的手段を越えて，新たな複合接続語句を形成していると考えられる場

合もある(例文⑨)。

@Mk 9 -9 

3d"ρ1iTH HUk Ad HHK~M~y~E HE 日~R1iA品Tk・ E~E RHA1i出足・ TkK'M~ E r Ad CHk 

c x' C 
'1̂区'1KUHH3 Mp"b. TRkl RC'KρHETk 

8 

上に示した接続語句の用法から， ~ヴラツァ福音書』の特徴を考えてみよう。

古代教会スラヴ語との比較から始めることが適当と思われる。

時の従属節を導く接続語句に関して，古代教会スラヴ語文献には， ~ゾグラフォス写本J

や『マリア写本』に代表されるクソレープと， ~スブラシル写本』に代表されるクーループを
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見出すことができる11)。その指標の例として， IaKOmE と AOHllAEmE とを取り上げて

みる。

IaKOmE に関しては，前者のクソレープでは， wアッセマーニ写本』に 1例が見られるだ
けであるが，後者の『スプラシル写本』では 9例を数えている12)。この・mEに関して，

-mE であるのか mEであるのかについて，先にヲ!¥，、たE.且orp制細iKHeBaは，従属節が

m等の等位接続語句を伴って前置される場合は mEIであり，従属節が後置される場合には

・mE であると述べている13)。さらに HB.江06peB をヲ!¥，、て，この場合にはギリシア語

のテクストは mEの有無の基準とはなりえないことをも指摘している 14L

『ヴラツァ福音書』におけるIaKomE について述べる前に，まず比較のために，

陀rAdと陀rAdmEの用例を見ておく。たとえば， wアッセマーニ写本』と比べると，号室
意的に mEが用いられていることがわかる。

⑨Mt 27-31 

C 

ErAd mE nop品rd山広 UJoyCll区̂1i.KO山示 Cl¥HEro X'̂dMHAd H WG 1̂i.KO山品"区、

ρH3ll1 C区。昆阿区EAO山示 H Hd pdCnA¥THE. 

同Ass

H ErAd nop示rd山A¥CA¥ EMOy. C~区^1i.KO山h\ C~ HEro X'̂dMIA)民・ H 0区̂ 'K山h¥H区、

pH3~ CKO愉.日区1i.Ch¥H Hd pdcn凶 TU・

⑧Jo 4 -25 
例文⑮に同じ

同Ass

T~ 

H ErAd n仰AET~. 区、3区1i.CTIT~ HdM~ K~C1i.. 

⑨Jo 21-18 

A A 
HEr Ad mE C'kCTdp1i.E山“ Ch¥， H Kll3EmE山HP示叫1i.T区。H.H HHll TA¥ no岡山ET~.

同Ass

Er Ad mE c~cTdp1i.nuH CA¥.区、3AEmAuUHp品叫1i.TKOH. H HH'k Th¥ n01i.wET. 

⑨Mt 21-34 

A M A 
H 'Erd npHĜ HmH Ch¥ Kp1i. n̂W"'ll. nOĈ d pdGlll C区。品 KllA 1i.̂dTÊ EMll nOH品TI

A 
n̂ o Ero. 

同Ass

Er Ad mE npHAE 区p1i.Mh¥ n̂ OAOM、. nOC~^d ρdli~H C区制h¥ Kll A 1i.^dTMEM~. 

npHA¥TI n̂ OA、IEro. 

-116-



『ヴラツァ福音書』における時の従属節

⑧Mt 21-40 

C A 
fr A" ~yli~ npHAfTk rHk 区HH~rp". 'IT~ Ck TR~pHTk A 1î "TMfMk T1iMk. 

同Ass

A 
fr A" ~f ~yli~ nplAfTk rk RIH~rp": 句、T~ C"k TR~pIT"b. A "k̂ "Tf̂ fM"b. T"kM、.

⑩ Lk 8 -5 

H fr A" c1itcl山f.W区。 n"AfnpH n品TH.

同Ass

H f r A" ~f c"k"山ff. ~R~ n"Af npl n品TI

⑩Jo 6 -24 

C 

HfrA" 区HA1i山品 H"P~Akl tclK~ IC" Hf 1i1i T~y. H;民~'IH叫H fr~，区k^1i3~W;民 C"MH

c 
区、 K~P"Ii^"b. H npHA~山黒区、 K"mpH"~Mk， H叩品叩fIC"， 

問Ass
C 

fr A" ~f RHA 1i山A¥H"P~AI 1iK~ HC"b. Hf Ii"kl T~y HI ~y'lfHH叫 1 Er~. 眠、^"k3品

C"MI R"b. K~P"Ii^A\. H nplA示区、 K"日fp"~yM"b. HCK;民叩fHC". 

この関係は，先の両グループともに同様である。

ところが tclK~~f に関しては，このような揺れは見られない。 r ヴラツァ福音書』で

tclK~~fが用いられている 4 例すべての箇所で， wアッセマーニ写本Jではそれが用いら

れてはいない(例文@~⑭)。

@J020-11 

例文⑬に同じ

同Ass

M"PH1i CT~1i"山f ~y rp~li" 区、H1i n̂ "'It菰叩HCA¥. npl Hl'l f 区、 rp~区、.

@Jo 2 -9 

例文@に同じ

同Ass

T T 

H 1iK~ 区"b.K~CI "ρX'ITρ“K̂IH"b. RHH" Ii"b.H眠、山""r~ ~ R~A "b.H・HHf R1iA 1i"山f~ 

K;民A~y fCT"b.. 

⑩Jo 18-6 

q 

A" tclK~ ~f pf HMk "3k fCM"b. HA~出品 RkCnA\Tk H n"A~山広 H" 3EMH. 

同Ass

1iK~ρf 'l f HM"b. "3k fCM"b.. HA;民区、cm治Tk.H n"A;民 H"3fMH. 
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⑩Jo 21-9 
tclK~ iKE H3区i\1iK~山嵐 Hd 3E...n¥. 区HA1i山品。rHh. i¥EiK品叩h. H Ph.IE;h.1 Hd HE...h. 

i¥EiK示叩h・[H]X'i¥1iE;h.・

同Ass

A 

H 1iK~ H3Ki¥ 1iWn¥ Hd 3u.n五. RHA1i山n¥ ~rH h. i¥EiKn¥叩h.. H p'hHE;示 Hd HE"''h 

i¥EiKn¥叩品. H X'i¥1i区、.

iKEであるのか， -iKE なのかは，用例も少なし、ことなどから即断はできない。しかし，

iKEの使用に揺れのある陀rAdの場合と異なり，先に示した語JI闘とは合致しないものの，

かなり-iKEに近いものと考えてよかろう。そうすれば， wヴラツァ福音書』は， tclK~ìKE 

に関しては『スプラシル写本Jと近いものと吉える。

A~Hh.AEìKE については， wスブラシル写本』に A~HEi\HìKE とし、う互換語が 7 例見られ

るのに対し， wゾグラフォス写本』のグループ。には 1例も見られない。『ヴラツァ福音書』

と同じ 13世紀の《ブルガリア教会スラヴ語》写本でも A~HE i\HìKE の用例は見られるが15)，

『ヴラツァ福音書』自身には用いられてはし、ない(例文⑮~⑩)。

@Jo 9 -18 

A 
HE 岡山示 EM~y 区1ip h. 1 H防EHE tclK~ E;1i Ci¥1inh. H np~3pñ\. A~H' AEiKE Rh.3h.ri¥dCH山広

ρ~AHTE i\1i T~r~ nρ。3p1i区、Wdr~・

同 B

HE ;長山ぷ区1ipuH怜A附陀~ HEMh.. tclK~ E;1i Ci\1inh.“日ρ~3ρ 1i. A~HEi\HìKE Rh.3Rd山品

P~AHTEi\ 1i T~r~ nρ~3p 1iR凶dr~.

⑧Jo 12-35 
X'~AHTE A~HAEìKE C区1iTh.HMdTE. Ad Th....品 RdCh.H3 H...1i品Th..

同 B

X'~AHTE A~HE i\HìKE C区宮Th.H...dTE. Ad Th....d 区dCh.HE H...ETh.・

この点では， wヴラツァ福音書』は『ゾグラフォス写本』のグループに近い。

* 
『ヴラツァ福音書』においては，時の従属節を導く接続語句としての K~rAd は用い

られていない。

@Lk 12-36 

A A T 
区h.1n~E;HH 区品AETE '1i\RK~"' h.. '1d.ll.叩H...h.rd C区~Er~. K~rd 区h.3RpdTHTh. Cn¥ W E;pdKd・

例文@に見られるような K~rAdは，疑問副詞と考えなければならなL、。
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また，例文⑩における陀rA4KOrA4 は，理由・目的の従属節を導くものと考えられ

る。 陀rA4は陀A4 との混同とされる16L

⑩Lk 21-34 

A 
区kHEMA1iHTEiKE CEG1i. ErA4 KorA4 WT;民rklf4;民Tkcp叫484山示・ OGkf(lA附 HUAkH 
nH同HkCT80Mk・HnElf4AkMH iKHTEHCK4UH. H H4HAETk H4 8kl 8kHE34f(1n4 AHk TOH. 

ただし， この構文は，単に r~することを恐れて」の意味ではなく， r・・・・・・の時に~す
ることを恐れて」の意味での用例が多い。また， KorA4 は，中期ブルガリア語や東スラ

ヴ語で，時の従属節を導く接続語句としても用いられている。これらの点を考慮すれば，

この構文は時の面からも注目に価することは確かであるが，詳しい検討は別楠に譲りた

L 、17)。

* 
東スラヴ語に見られる，不完了体・現在/完了体・アオリストの組み合わせは，古代教

会スラヴ語では見られなL、18)。

⑩ Toro )f(e 11町 anoropも T1360pecKhBeCb Ha EropheBh LleHh， BeCHb， KaK 06'hLlHIOIO 

nOIOTh (江eT.nCK.， 11.663) 

⑪ Toe )f(e 3HMhIφeBp卸冗 B3， eroa 3ayTpelO 611aroBeCTHT'h， y6heH'h 6hICTh A1IeKCbH 

neTpOBHqh ThICHUKhIH (JleT. MOCK.， 11.24106.) 

このような例が見られれば，統語論の面でのルシズムの現われと言えるのだが， wヴラ
ツァ福音書』においても，その例は無かった。従って，時の従属節に関しては，統語論上

のルシズムを明確に指摘することはできない。

9 

以上，概括的な検討に終始したが， wヴラツァ福音書Jにおける時の従属節に関して次

の2点を指摘できる。

(1) 全体としては古代教会スラヴ語に準ずるが， f(lKOiKE の使用にその特徴が見られる。

(2) 形態論に見られるような明確なルシズムは指摘できなL、。

今後，より詳しい考察によって，ロシア語史とフソレガリア語史の接点に立つといわれる

『ヴラツァ福音書』の全体像を明らかにしてゆきたい。
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注

1 ) 木村 (23).

2 ) 参考文献参照。

3 ) ルシズム(東スラヴ語の影響)の存在で知られている。たとえば，動詞の未完了過去において，

3人称(単数，複数とも)の語尾に-Tbが添えられる場合などである。

MA3AWnh.， ，X'oy ̂'" X' X. Th. など。

4 ) 且orp制細則eBa (58~62). 

5 ) 従属節が完了体・アオリスト，主節が不完了体・未完了過去の組み合わせ。後述する。

6) 現代のスラヴ諸語における体の意味とは異なってはし、るが，完了体・不完了体の対立が存在し

機能を果たしていたことは，特定の時制との組み合わせの頻度などからも明らかである。

7 ) 従属節/主節の順に示す。

8) rスブラシル写本Jなどに見られる。接続語句は terAAで，組み合わせは，アオリスト/過
去完了，前未来/アオリスト，条件法/アオリストがある。.L1，orpaMa，n)f(HeBa (59， 61)。

9) nρ宝淑AEAtl米E は，従来節には完了体のみ用いる。且orpaM個別何回 (67).

10) nOHE蹴Eを用い， rマリア写本Jに次のような例がある。
Lk 11-22 

A nOHE狗(E Kρ1in̂附 EroHA山EA"h.nO&1iAHγ"h. I H &h.c1i 0ρぷiKH1iEro OTh.ME'T・"h.Htl H1iiKE 

oyn、区tltl山 fH K。ρHCTh.Ero Ptl3AtltlT、.
11) 且orpaM制)f(H四 a (84~85) の資料による。

12) 向上。

13) 同書 (73).

14) 向上。

15) E加盟国KOeBaHreJIHe . 

16) 且orpaMa，n)f(HeBa (177). 

17) 陶 rA.4及び制的の例が，他の K、TOなどに比べて圧倒的に多い。且orp制問来日eBa(74) . 
18) XpeHoBa (140)から引用の例文。
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The Study of Subordinate Clause of Time 

in the V raca Gospel Book 

Fumiaki HA TTOR1 

This paper deals with the subordinate clause of time in the Vraca Gospel 

Book， one of the notable texts of Bulgarian versions of the Old Church Slavic. 

The actual process of the analysis owes much to the recent study in the field of 

OCS adverbial subordinates done by E. Dogramadゑleva.

Here， from a syntactic and lexical point of view， the conjunctions are 

classified into the monosemous and the polysemous according to the temporal 

relations they represent. 1n a complex sentense with a polysemous conjunction 

the aspect and tense ofthe verb decides the temporal relation. Actual usage are 

shown in this report. 

The frequency of use of the conjunction j生生 inthis Gospel is also 
remarkable. 

It shows a similarity to the Codex Suprasliensis. 

The following verbal aspect-tense combination cannot be found in this 

Gospel imperfective-present verb in the subordinate clause and perfective-

aorist in the main clause. Syntactically， therefore， the East Slavic did not have 
much inf1uence on this text. 
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